
12

が
可
能
で
す
。

　
年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
ご
家
族
に

一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
（
保

証
が
な
い
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
）。

　
掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
、
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金

等
控
除
の
対
象
に
な
り
、
税
制
面

で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

問
福
島
県
国
民
年
金
基
金
☎
０
１

２
０-

６
５-

４
１
９
２
／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.fnpf.
or.jp/

　
こ
れ
ま
で
の
「
白
河
市
除
染
計

画
」
は
、
11
月
28
日
付
け
で
環
境

大
臣
の
同
意
を
経
て
、「
白
河
市
除

染
実
施
計
画
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
基
本
と

し
て
、
さ
ら
な
る
除
染
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
放
射
線
対
策
室　
内
２

１
８
８

　
県
で
は
、「
県
民
健
康
管
理
調
査
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お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど

一
連
の
動
作
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
　
１
月
29
日
㈫
／
午
後
１

時
～
３
時
、
２
月
５
日
㈫
・
12
日

㈫
・
19
日
㈫
／
午
前
10
時
～
正
午

⃝
会
場
　
南
湖
公
園
「
翠
楽
苑
」

⃝
受
講
料
　
▽
４
回
分
　
３
、
０

０
０
円
（
入
園
料
等
も
含
む
）

⃝
定
員
　
10
人　
※
先
着
順
で
す

が
、
原
則
と
し
て
４
回
の
参
加
が

可
能
な
方

　
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防
火
デ

ー
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白
河

消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団
の
協

力
を
得
て
、
次
の
日
程
で
防
御
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
お

よ
び
消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
１
月
27
日
㈰
／
午
前
９

時
30
分
か
ら

⃝
場
所
　
清
水
寺
（
表
郷
金
山
）

問
本
庁
舎
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者

や
農
業
従
事
者
な
ど
の
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
の
方
が
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国

民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
、
国
民

年
金
基
金
に
加
入
で
き
ま
す
。
加

入
は
任
意
で
、
現
在
の
状
況
や
将

来
設
計
に
あ
わ
せ
た
プ
ラ
ン
設
定

基
本
調
査
問
診
票
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
外
部
被
ば

く
線
量
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
結
果
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
作
成
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
７

月
11
日
ま
で
の
外
部
被
ば
く
線
量

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
同

問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会
》

　
県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、
問

診
票
に
関
す
る
「
出
前
書
き
方
説

明
会
・
相
談
会
」
を
皆
さ
ん
の
ご

要
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
平
日
の
み
）

※
１
回
あ
た
り
10
人
か
ら
15
人
ま

で
の
相
談
が
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
同
大
学
県
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４-

５
４

７-

１
７
８
６

　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
と
と

も
に
今
回
で
18
回
目
を
数
え
る
東

地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
祭
。
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

⃝
日
時
　
２
月
３
日
㈰
／
午
後
０

時
50
分
か
ら

⃝
場
所
　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東

釜
子
）

⃝
入
場
料
　
無
料

問
東
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
（
東
庁
舎
教
育
振
興
課
内
）

☎
㉞
３
１
４
６

　
市
で
は
、
い
じ
め
問
題
に
悩
む

子
ど
も
や
保
護
者
の
た
め
、
相
談

専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

⃝
名
称
　
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
（
い
じ

め
相
談
電
話
）

⃝
電
話
番
号
　
０
８
０
０-

８
０

０-

１
８
９
３
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
平
日
の
み
）

⃝
対
応
内
容
　
電
話
相
談
は
、
本

庁
舎
学
校
教
育
課
が
担
当
し
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
学
校
等
と

連
携
し
解
決
に
努
め
ま
す
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
１

21 20

募
集

⃝
申
込
方
法
　
１
月
４
日
㈮
か
ら

受
付
開
始
（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８

⃝
受
験
資
格
　
高
校
卒
業
（
見

込
み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の

学
力
を
有
す
る
方
（
中
学
校
卒
業

で
も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る

方
を
含
む
）
※
年
齢
不
問

⃝
定
員
　
30
人

⃝
試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

⃝
試
験
日
　
２
月
７
日
㈭

⃝
試
験
会
場
　
白
河
医
師
会
白
河

准
看
護
学
院
（
北
中
川
原
）

⃝
受
付
期
間
　
１
月
８
日
㈫
～
24

日
㈭
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

※
受
験
要
項
・
出
願
書
類
を
郵
送

希
望
の
場
合
は
、
送
付
先
の
住
所

・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号
封
筒
を

同
封
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961
︲
0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

３
／
☎
㉓
３
７
０
１

　
「
白
河
の
未
来
を
考
え
よ
う
～

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
と

案
内

経
済
・
経
営
の
観
点
か
ら
ま
な
ぶ

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
に
ち
・
内
容
・
講
師　
①
２

月
17
日
㈰
／
「
こ
の
時
期
に
必
要

な
被
災
者
に
と
っ
て
の
支
援
と
は

何
か
Ⅰ
」
／
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し

ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教

授　
天あ

ま
の野
和か

ず
ひ
こ彦
氏　
②
２
月
24
日

㈰
／
「
こ
の
時
期
に
必
要
な
被
災

者
に
と
っ
て
の
支
援
と
は
何
か

Ⅱ
」
／
同
特
任
准
教
授　
天
野
氏

③
３
月
３
日
㈰
／
「
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
と
豊
か
な
福
島
の
未
来

を
考
え
る
」
／
福
島
大
学
経
済

経
営
学
類
准
教
授　

奥お
く
も
と本
英ひ

で
き樹

氏　

④
３
月
10
日
㈰
／B

eing 
Sm

aller,Being W
ealthier

…

人
口
減
少
社
会
を
豊
か
に
す
る
に

は
」
／
同
大
学
経
済
経
営
学
類
教

授　
西に

し
か
わ川
和か

ず
あ
き明
氏

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
受
講
料　
▽
一
括
受
講
（
全
講

座
分
）
３
、
５
０
０
円　
▽
個
別

受
講
（
１
講
座
分
）
１
、
０
０
０
円

⃝
定
員　
40
人

⃝
申
込
期
限　
２
月
８
日
㈮　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

内
２
３
８
２

　
慢
性
腎
臓
病「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
は
、

腎
臓
に
異
常
が
あ
る
場
合
の
す
べ

て
の
総
称
で
、
急
増
し
て
い
る
腎

臓
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

進
め
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
概
念

で
す
。
日
本
人
の
腎
障
害
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
の
た
め
の
医
師
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　
１
月
30
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

◦
対
象　
健
診
の
結
果
、
高
血
圧

だ
っ
た
方
、
血
糖
値
が
高
め
だ
っ

た
方
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
と
ｅ-

Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
要
指
導
・
要
医
療
の

方
、
ま
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
興
味
関
心
の

あ
る
方

◦
講
師　
白
河
病
院
内
科
部
長　

和わ

く久
昌ま

さ
ゆ
き幸
医
師

◦
申
込
期
限
　
１
月
25
日
㈮
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

慢
性
腎
臓
病
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」

予
防
講
演
会

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
（
い
じ
め

相
談
電
話
）

県
民
健
康
管
理
調
査

基
本
調
査
問
診
票

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

文
化
財
防
火
デ
ー

国
民
年
金
基
金
制
度

東
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

白
河
市
除
染
実
施
計
画
の
策
定

白
河
准
看
護
学
院
学
生

初
心
者
茶
道
教
室

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111/Fax㉜2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111/Fax㊻2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111/Fax㉞3584

くらしの
情 報 館
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い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

⃝
出
願
期
限　
２
月
28
日
㈭
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
４-

９
２
１-

７
４
７
１

　
大
学
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る

大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
に
よ

る
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
10
日
㈰
／
午
前
11

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場
　
仙
台
市
情
報
・
産
業
プ

ラ
ザ　
ア
エ
ル
５
階
（
宮
城
県
仙

台
市
青
葉
区
中
央
）

⃝
対
象
　
一
般
お
よ
び
高
校
生

⃝
参
加
料
　
無
料

問
公
益
財
団
法
人　
私
立
大
学
通

信
教
育
協
会
☎
０
３-

３
８
１
８

-
３
８
７
０
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⃝
日
時　
１
月
16
日
㈬
／
午
前
10

時
～
正
午

⃝
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
地

下
１
階
会
議
室
（
郭
内
）

⃝
対
象　
浜
通
り
か
ら
県
南
地
域

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
県

南
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
☎
㉔
１
２

５
６

⃝
日
時　
１
月
19
日
㈯
／
午
後
２

時
か
ら

⃝
会
場　
は
く
し
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
旭
町
）

⃝
出
演　
三さ

ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え

ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
、
瀧た

き

川が
わ

鯉こ
い
わ和

⃝
入
場
料　
５
０
０
円
（
75
歳
以

上
無
料
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７
／

㈳
白
河
法
人
会
☎
㉓
２
１
６
０

　　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
の

解
放
記
念
日
（
１
月
27
日
）
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
犠
牲
者
を
追
悼

し
命
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

同
記
念
日
に
ち
な
み
、
戦
争
犠
牲

者
と
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を

追
悼
す
る
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を

行
い
ま
す
。

⃝
日
時
　
１
月
26
日
㈯
／
午
後
５

時
か
ら

⃝
会
場
　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平

和
博
物
館
（
白
坂
）

問
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
博
物

館
☎
㉘
２
１
０
８

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第

１
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

　　　
身
近
な
人
の
悩
み
の
聴
き
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時　
１
月
30
日
㈬
／
午
後
２

時
～
４
時

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
▽
講
演
・
演
習
「
心
の

救
急
法
～
悩
み
の
聴
き
方
の
コ
ツ

を
学
ぼ
う
～
」
▽
講
師　
逸へ

ん
み見
京き

ょ
う

子こ

氏
（
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
）

⃝
申
込
方
法　
１
月
28
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
南
保
健
事
務
所
障
が
い
者
支
援
チ

ー
ム
☎
㉒
５
６
４
９
／
FAX
㉒
５
４

５
１

　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
浜
っ
こ
サ

ロ
ン
」
で
は
、
お
気
軽
に
お
話
し

が
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
避
難
先
で
の
仕
事
探
し
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に
、
仕
事

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

新
春
初
笑
い
寄
席

放
送
大
学

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
２
０
１
３

「
心
の
救
急
法
」
学
習
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
浜
っ
こ
サ
ロ
ン

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 

巳
年
に
思
う 

』

市
長
の

手
控
え
帖

は
蛇
で
あ
り
、
白
蛇
は
幸
運
の
象
徴
と
さ
れ
る
。

ま
た
鏡
餅
は
と
ぐ
ろ
を
巻
く
姿
、
み
か
ん
は
光
輝

く
目
を
表
す
と
い
う
説
も
あ
り
、
蛇
は
民
衆
の
生

活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。
蛇
に
対
す
る
信
仰
は
、

何
度
も
殻
を
破
り
、
た
く
ま
し
く
命
を
永
ら
え
る

「
脱
皮
」
に
あ
る
。
そ
し
て
太
古
の
人
は
、
こ
れ

を
復
興
と
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
畏い

け
い敬
の
念
を

抱
い
て
い
た
。

　

子
ど
も
の
頃
、
ヘ
ビ
は
身
近
だ
っ
た
。
巣
の

ヒ
ナ
が
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
口
を
あ
け
て
い
る
。
音

も
な
く
し
の
び
寄
る
ヘ
ビ
。
餌
を
運
ん
で
き
た

親
つ
ば
め
の
金
切
り
声
が
空む

な

し
く
響
く
。
自
然

の
厳げ

ん
し
ゅ
く粛
な
営
み
を
息
を
詰
め
て
見
上
げ
て
い
た
。

太
く
長
い
青
大
将
が
土
蔵
の
白
壁
を
這は

い
あ
が

る
。
子
ど
も
が
黄
色
い
声
で
石
を
投
げ
つ
け
る

が
、
悠ゆ

う
ぜ
ん然
と
窓
か
ら
暗
闇
に
消
え
る
。
蔵
の
守

り
神
だ
か
ら
い
じ
め
る
な
と
祖
母
に
諭
さ
れ
る
。

不
思
議
と
こ
れ
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
。
駄
々

を
こ
ね
た
り
、
喧け

ん

か嘩
し
た
り
す
る
と
「
蔵
に
入

れ
る
ぞ
」
と
叱
ら
れ
る
。
暗
く
冷
た
い
蔵
の
中
、

い
じ
め
た
ヘ
ビ
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
舌
を
出
し
、
米

俵
の
上
に
と
ぐ
ろ
を
巻
く
の
を
想
像
し
、
ゾ
ッ
と

し
た
も
の
だ
。

  

夏
休
み
の
楽
し
み
は
水
泳
ぎ
。
照
り
つ
け
る
日

射
し
の
中
、
子
ど
も
ら
は
味
噌
・
塩
を
懐

ふ
と
こ
ろに
、
赤

く
渇
い
た
小
道
を
急
ぐ
。
目
の
先
に
真
横
に
伸

び
た
棒
き
れ
。
近
づ
く
と
ヘ
ビ
の
昼
寝
。
一
瞬

息
が
止
ま
る
。
夜
更
か
し
し
た
の
か
、
逃
げ
よ
う

と
も
し
な
い
。
土
手
の
上
で
、
こ
っ
そ
り
頂
戴
し

た
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
を
口
に
し
な
が
ら
休
ん

で
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
隙す

き

を
ぬ
い
、
高
速
船
の

よ
う
に
身
を
く
ね
ら
し
た
ス
イ
マ
ー
が
川
を
渡

っ
て
い
く
。
家
の
前
を
流
れ
る
小
川
の
岸
辺
で
、

灰
色
の
細
長
く
す
き
透
る
縞
模
様
を
よ
く
見
か

け
た
。
脱
皮
し
た
ヘ
ビ
の
ぬ
け
殻
と
わ
か
っ
た

と
き
は
、
何
か
常
の
も
の
で
は
な
い
神こ

う
ご
う々

し
さ
を

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暮
れ

の
選
挙
で
国
政
は
再
度
、
自
民
・
公
明
に
委
ね
ら

れ
た
。
政
権
担
当
の
力
を
欠
い
た
民
主
に
厳
し

い
審
判
だ
っ
た
。
確
か
に
、
内
紛
の
連
続
で
政
治

主
導
が
い
つ
の
間
に
か
官
僚
主
導
に
な
る
な
ど
、

稚ち
せ
つ拙
な
運
営
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
政
権
の
負

の
遺
産
に
も
苦
し
ん
だ
こ
と
は
割
引
い
て
考
え

て
や
る
べ
き
。
要
は
、
20
年
近
く
漂
流
す
る
政
治

全
体
に
責
任
が
あ
る
。
世
界
の
賞
賛
を
浴
び
た

か
つ
て
の
成
功
モ
デ
ル
は
、
通
用
し
な
い
。
あ

れ
は
、
冷
戦
下
で
平
和
に
恵
ま
れ
、
人
口
も
増
え
、

ひ
た
す
ら
経
済
に
専
念
で
き
た
時
代
の
話
。

　

少
子
高
齢
化
の
衝
撃
、
デ
フ
レ
に
経
済
低
迷
、

波
高
い
東
シ
ナ
海
。
激
し
く
変
わ
る
環
境
に
適

応
す
る
に
は
、
国
民
と
対
話
し
つ
つ
、
的
確
か
つ

大
胆
な
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
。
我
々

は
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
脱
皮
し
な
い

蛇
は
滅
び
る
」
と
先
人
は
い
う
。

　

今
年
は
巳
年
。
可
哀
想
に
蛇
は
好
か
れ
な
い
。

人
の
そ
ば
に
い
る
犬
や
猫
の
よ
う
に
、
愛あ

い
が
ん玩
の
対

象
に
な
ら
な
い
。
勿
論
、
ト
ラ
さ
ん
ク
マ
さ
ん
の

よ
う
に
、
落
語
に
登
場
す
る
愛
嬌
も
な
い
。
し
か

し
、
古
代
で
は
強
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
エ
ジ

プ
ト
な
ど
地
中
海
で
は
賢
さ
と
強
さ
で
崇あ

が

め
ら

れ
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
大
地
や
水
と
結
び
つ
け

ら
れ
た
。
旧
約
聖
書
で
は
、
モ
ー
ゼ
率
い
る
ユ
ダ

ヤ
の
民
が
青
銅
の
蛇
で
邪
悪
を
払
う
。
中
国
で

は
、
天
の
四
方
を
守
る
霊
獣
の
う
ち
、
北
を
司

つ
か
さ
どる

玄
武
は
亀
と
蛇
の
姿
で
表
さ
れ
る
。

　

日
本
で
も
奈
良
三
輪
山
や
赤
城
山
の
大
明
神

感
じ
た
。

　

嫌
い
な
人
ほ
ど
ヘ
ビ
に
目
ざ
と
い
。
か
つ
て

は
春
か
ら
夏
に
か
け
、
畦あ

ぜ

や
茂
み
や
山
道
で
た
び

た
び
お
会
い
し
た
も
の
だ
。
近
頃
は
目
に
す
る

こ
と
も
減
っ
て
き
た
。
好
ま
し
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
人
の
近
く
に
ヘ
ビ
が
生
息
し
、
互
い
に

「
望
ま
な
い
」
出
会
い
が
日
常
的
に
あ
る
の
が

健
全
に
思
え
る
。

　

大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
２
年
。
津
波
・
原
発

で
い
ま
だ
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い
る
。
普
通

の
生
活
を
取
り
戻
す
道
の
り
は
遠
い
。
双
葉
の

人
々
は
戻
れ
る
あ
て
な
し
、
住
む
家
な
し
、
仕
事

な
し
。
物
的
賠
償
も
決
ま
ら
ず
仮
設
住
宅
で
不

自
由
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
気
持
ち

が
な
え
て
い
く
の
を
誰
が
と
が
め
ら
れ
よ
う
か
。

国
内
に
流る

ろ
う浪
の
民
が
出
る
こ
と
を
、
や
む
な
し
と

す
る
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
は
い
る
筈は

ず

も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

恐
れ
は
否
定
で
き
な
い
。
的
外
れ
の
政
策
や
救

済
の
遅
れ
、
制
度
の
不
備
に
よ
り
放
置
さ
れ
る
と

し
た
ら
国
の
恥
。
か
つ
て
、
満
州
開
拓
民
は
国
の

呼
び
か
け
に
応
じ
入
植
。
辛し

ん
さ
ん酸
を
な
め
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
戦
乱
の
中
で
棄き

み
ん民
と
な
っ
た
。
被

災
者
を
守
れ
ず
し
て
、
愛
国
を
口
に
し
て
も
嘘
っ

ぽ
く
聞
こ
え
る
。

　
白
河
で
は
、
市
営
住
宅
を
除
き
災
害
復
旧
は
ほ

ぼ
終
わ
る
。
地
元
の
ご
協
力
で
仮
置
場
も
順
次

決
ま
り
、
本
格
的
除
染
を
進
め
る
条
件
が
整
っ
た
。

内
部
被
ば
く
を
測
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

ー
の
設
置
も
決
ま
っ
た
。
ま
た
年
内
に
市
民
文

化
会
館
の
建
設
に
も
着
手
し
、
三
菱
ガ
ス
化
学
の

用
地
造
成
も
終
了
す
る
。
ご
心
配
の
小
峰
城
石

垣
の
修
復
も
こ
の
夏
か
ら
始
ま
る
。
話
題
の
ド

ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
に
も
、
戊
辰
の
決
戦
の
地
と

し
て
白
河
が
登
場
す
る
。
松
方
弘
樹
主
演
の
映

画
も
白
河
を
ロ
ケ
地
に
撮
っ
て
い
る
。
今
年
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
元
気
に
歩
い
て
い
き
ま
す
。
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